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議案第８７号

市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公

営に関する条例及び市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用

ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例の制定について  

市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に

関する条例及び市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ビラの作成

の公営に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。  

令和７年８月２８日提出

上尾市長   畠  山   稔

市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公

営に関する条例及び市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用

ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例  

（市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営

に関する条例の一部改正）  

第１条  市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の

公営に関する条例（平成５年上尾市条例第６号）の一部を次のように改正

する。  

第４条中「５４１円３１銭」を「５８６円８８銭」に改める。  

（市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関

する条例の一部改正）  

第２条  市議会の議員及び市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営

に関する条例（平成１９年上尾市条例第２６号）の一部を次のように改正

する。  

第４条及び第５条中「７円７３銭」を「８円３８銭」に改める。

附  則

 （施行期日）  

１  この条例は、公布の日から施行する。

 （適用区分）  

２  第１条の規定による改正後の市議会の議員及び市長の選挙における選挙

運動用ポスターの作成の公営に関する条例の規定は、この条例の施行の日

以後その期日を告示される市議会の議員又は市長の選挙から適用する。  
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３  第２条の規定による改正後の市議会の議員及び市長の選挙における選挙

運動用ビラの作成の公営に関する条例の規定は、この条例の施行の日以後

その期日を告示される市議会の議員又は市長の選挙から適用する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

公職選挙法施行令の一部改正を踏まえ、市議会の議員及び市長の選挙に

おける選挙運動用ポスター及び選挙運動用ビラの作成に要する費用につい

て、それぞれ市が負担する額の限度額を引き上げたいので、この案を提出

する。  
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議案第８８号  

   上尾市職員の育児休業等に関する条例及び上尾市職員の勤務時間、休

日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定について  

 上尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例及び上尾市職

員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例を次のように定める。  

  令和７年８月２８日提出  

上尾市長   畠  山   稔  

   上尾市職員の育児休業等に関する条例及び上尾市職員の勤務時間、休

日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例  

（上尾市職員の育児休業等に関する条例の一部改正）  

第１条  上尾市職員の育児休業等に関する条例（平成４年上尾市条例第１９

号）の一部を次のように改正する。  

  第１５条第２号中「及び勤務日ごとの勤務時間」を削り、「除く。」の

次に「次条において同じ。」を加える。  

第１６条の見出しを「（第１号部分休業の承認）」に改め、同条第１項

を次のように改める。  

   育児休業法第１９条第２項第１号に掲げる範囲内で請求する同条第１

項に規定する部分休業（以下「第１号部分休業」という。）の承認は、

３０分を単位として行うものとする。  

  第１６条第２項及び第３項中「部分休業」を「第１号部分休業」に改め、

同条の次に次の４条を加える。  

（第２号部分休業の承認）  

 第１６条の２  育児休業法第１９条第２項第２号に掲げる範囲内で請求す

る同条第１項に規定する部分休業（以下「第２号部分休業」という。）

の承認は、１時間を単位として行うものとする。ただし、次の各号に掲

げる場合にあっては、それぞれ当該各号に定める時間数の第２号部分休

業を承認することができる。  

  ( 1 ) １回の勤務に係る日ごとの勤務時間に分を単位とした時間がある場

合であって、当該勤務時間の全てについて承認の請求があったとき  

当該勤務時間の時間数  

(2) 第２号部分休業の残時間数に１時間未満の端数がある場合であって、
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当該残時間数の全てについて承認の請求があったとき  当該残時間数  

（育児休業法第１９条第２項の条例で定める１年の期間）  

第１６条の３  育児休業法第１９条第２項の条例で定める１年の期間は、

毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。  

（育児休業法第１９条第２項第２号の人事院規則で定める時間を基準と

して条例で定める時間）  

第１６条の４  育児休業法第１９条第２項第２号の人事院規則で定める時

間を基準として条例で定める時間は、次の各号に掲げる職員の区分に応

じ、当該各号に定める時間とする。  

(1) 非常勤職員以外の職員  ７７時間３０分  

(2) 非常勤職員  当該非常勤職員の勤務日１日当たりの勤務時間数に１

０を乗じて得た時間  

（育児休業法第１９条第３項の条例で定める特別の事情）  

第１６条の５  育児休業法第１９条第３項の条例で定める特別の事情は、

配偶者が負傷又は疾病により入院したこと、配偶者と別居したことその

他の同条第２項の規定による申出時に予測することができなかった事実

が生じたことにより同条第３項の規定による変更（以下「第３項変更」

という。）をしなければ同項の職員の小学校就学の始期に達するまでの

子の養育に著しい支障が生じると任命権者が認める事情とする。  

第１７条中「部分休業」を「育児休業法第１９条第１項に規定する部分

休業」に改める。  

第１８条を次のように改める。  

  （部分休業の承認の取消事由）  

第１８条  育児休業法第１９条第６項において準用する育児休業法第５条

第２項の条例で定める事由は、職員が第３項変更をしたときとする。  

（上尾市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正）  

第２条  上尾市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成７年上尾

市条例第１５号）の一部を次のように改正する。  

  第２条第２項中「職員（同法」を「職員（育児休業法」に、「内容（同

法第１７条」を「内容（同条」に改める。  

  第１５条第１項中「第１９条」を「第１９条第２号」に改める。  
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  第１９条中「当該職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に

至ったことの申出及び仕事と介護との両立に資する制度又は措置の請求」

を「次の各号に掲げる申出及び請求」に改め、同条に次の各号を加える。  

(1) 当該職員又はその配偶者が妊娠し、又は出産したことその他育児に

関する事実の申出及び仕事と育児との両立に資する制度又は措置の請

求  

(2) 当該職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に至ったこ

との申出及び仕事と介護との両立に資する制度又は措置の請求  

   附  則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和７年１０月１日から施行する。  

（上尾市職員の育児休業等に関する条例の一部改正に伴う経過措置）  

２  地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）第１

９条第２項第２号に掲げる範囲内において、この条例の施行の日（以下

「施行日」という。）から令和８年３月３１日までの間における部分休業

の承認の請求をする場合における第１条の規定による改正後の上尾市職員

の育児休業等に関する条例第１６条の４の規定の適用については、同条第

１号中「７７時間３０分」とあるのは「３８時間４５分」と、同条第２号

中「１０」とあるのは「５」とする。  

（上尾市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に伴う経

過措置）  

３  任命権者は、施行日前においても、第２条の規定による改正後の上尾市

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例第１９条の規定の例により、

同条に規定する措置等を講ずることができる。この場合において、その講

じられた措置等は、施行日以後は、同条の規定により講じられたものとみ

なす。  
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提案理由  

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、職員の部分休

業制度を拡充したいので、この案を提出する。
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議案第８９号  

   上尾市税条例の一部を改正する条例の制定について  

 上尾市税条例の一部を改正する条例を次のように定める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

   上尾市税条例の一部を改正する条例  

 上尾市税条例（昭和３０年上尾市条例第１３号）の一部を次のように改正

する。  

第３３条の２中「又は扶養控除額」を「、扶養控除額又は特定親族特別控

除額」に改める。  

第３６条の２第１項ただし書中「若しくは法第３１４条の２第４項」を「、

法第３１４条の２第４項」に改め、「扶養控除額」の次に「若しくは特定親

族特別控除額（特定親族（同条第１項第１２号に規定する特定親族をいう。

第３６条の３の２第１項第３号及び第３６条の３の３第１項において同じ。）

（前年の合計所得金額が８５万円以下であるものに限る。）に係るものを除

く。）」を加える。  

第３６条の３の２第１項第３号中「扶養親族」の次に「又は特定親族」を

加える。  

第３６条の３の３第１項中「者に限る。）」の次に「若しくは特定親族

（退職手当等に係る所得を有する者であって、合計所得金額が８５万円以下

であるものに限る。）」を加え、同項第３号中「扶養親族」の次に「又は特

定親族」を加える。  

附則第１６条の２の次に次の１条を加える。  

（加熱式たばこに係るたばこ税の課税標準の特例）  

第１６条の２の２  令和８年４月１日以後に第９２条の２第１項の売渡し又

は同条第２項の売渡し若しくは消費等（次項において「売渡し等」とい

う。）が行われた加熱式たばこ（第９２条第１号オに掲げる加熱式たばこ

をいい、第９３条の２の規定により製造たばことみなされるものを含む。

以下この条において同じ。）に係る第９４条第１項の製造たばこの本数は、

同条第３項の規定にかかわらず、当分の間、次の各号に掲げる区分に応じ、

当該各号に定める方法により換算した紙巻たばこ（第９２条第１号アに掲
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げる紙巻たばこをいう。以下この項及び次項において同じ。）の本数によ

るものとする。  

(1) 葉たばこ（たばこ事業法第２条第２号に規定する葉たばこをいう。）

を原料の全部又は一部としたものを紙その他これに類する材料のもので

巻いた加熱式たばこ（当該葉たばこを原料の全部又は一部としたものを

施行規則附則第８条の４の２に規定するところにより直接加熱すること

によって喫煙の用に供されるものに限る。）  当該加熱式たばこの重量

（フィルターその他の施行規則附則第８条の４の３に規定するものに係

る部分の重量を除く。以下この項から第３項までにおいて同じ。）の０．

３５グラムをもって紙巻たばこの１本に換算する方法。ただし、当該加

熱式たばこの１本当たりの重量が０．３５グラム未満である場合にあっ

ては、当該加熱式たばこの１本をもって紙巻たばこの１本に換算する方

法  

(2) 前号に掲げるもの以外の加熱式たばこ  当該加熱式たばこの重量の０．

２グラムをもって紙巻たばこの１本に換算する方法。ただし、当該加熱

式たばこの品目ごとの１個当たりの重量が４グラム未満である場合にあ

っては、当該加熱式たばこの品目ごとの１個をもって紙巻たばこの２０

本に換算する方法  

２  前項の規定により加熱式たばこのうち同項第１号ただし書の規定の適用

を受けるもの及び同項第２号ただし書の規定の適用を受けるもの以外のも

のの重量を紙巻たばこの本数に換算する場合における計算は、売渡し等が

行われた加熱式たばこの品目ごとの１個当たりの重量に当該加熱式たばこ

の品目ごとの数量を乗じて得た重量を同項各号に掲げる区分ごとに合計し、

その合計重量を紙巻たばこの本数に換算する方法により行うものとする。  

３  前項の計算に関し、同項の加熱式たばこの品目ごとの１個当たりの重量

に０．１グラム未満の端数がある場合には、その端数を切り捨てるものと

する。  

４  第１項第２号に掲げる加熱式たばこ（第９３条の２の規定により製造た

ばことみなされるものに限る。）のうち、次に掲げるものについては、同

号ただし書の規定は、適用しない。  

(1) 第１項第１号に掲げる加熱式たばこと併せて喫煙の用に供されるもの  
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(2) 第１項第２号に掲げる加熱式たばこ（第９３条の２の規定により製造

たばことみなされるものを除く。）と併せて喫煙の用に供される加熱式

たばこ（同条の規定により製造たばことみなされるものに限る。）であ

って当該加熱式たばこのみの品目のもの  

   附  則  

 （施行期日）  

第１条  この条例は、令和８年１月１日から施行する。ただし、附則第１６

条の２の次に１条を加える改正規定及び附則第３条の規定は、令和８年４

月１日から施行する。  

（市民税に関する経過措置）  

第２条  この条例による改正後の上尾市税条例（以下「新条例」という。）

第３３条の２及び第３６条の２第１項ただし書の規定は、令和８年度以後

の年度分の個人の市民税について適用し、令和７年度分までの個人の市民

税については、なお従前の例による。  

２  令和８年度分の個人の市民税に係る申告書の提出に係る新条例第３６条

の２第１項の規定の適用については、同項ただし書中「特定親族特別控除

額（特定親族（同条第１項第１２号に規定する特定親族をいう。第３６条

の３の２第１項第３号及び第３６条の３の３第１項において同じ。）（前

年の合計所得金額が８５万円以下であるものに限る。）に係るものを除

く。）」とあるのは、「特定親族特別控除額」とする。  

３  新条例第３６条の３の２第１項の規定は、この条例の施行の日（以下こ

の条において「施行日」という。）以後に支払を受けるべき新条例第３６

条の２第１項ただし書に規定する給与について提出する新条例第３６条の

３の２第１項及び第３項の規定による申告書について適用し、施行日前に

支払を受けるべきこの条例による改正前の上尾市税条例（以下この条にお

いて「旧条例」という。）第３６条の２第１項ただし書に規定する給与に

ついて提出した旧条例第３６条の３の２第１項及び第３項の規定による申

告書については、なお従前の例による。  

４  新条例第３６条の３の３第１項の規定は、施行日以後に支払を受けるべ

き所得税法（昭和４０年法律第３３号）第２０３条の６第１項に規定する

公的年金等（同法第２０３条の７の規定の適用を受けるものを除く。以下
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この項において「公的年金等」という。）について提出する新条例第３６

条の３の３第１項の規定による申告書について適用し、施行日前に支払を

受けるべき公的年金等について提出した旧条例第３６条の３の３第１項の

規定による申告書については、なお従前の例による。  

  （市たばこ税に関する経過措置）  

第３条  次項に定めるものを除き、附則第１条ただし書に規定する規定の施

行の日前に課した、又は課すべきであった加熱式たばこ（新条例附則第１

６条の２の２第１項に規定する加熱式たばこをいう。次項において同じ。）

に係る市たばこ税については、なお従前の例による。  

２  令和８年４月１日から同年９月３０日までの間に、上尾市税条例第９２

条の２第１項の売渡し又は同条第２項の売渡し若しくは消費等が行われた

加熱式たばこに係る同条例第９４条第１項の製造たばこの本数は、同条第

３項及び新条例附則第１６条の２の２の規定にかかわらず、次に掲げる製

造たばこの本数の合計数によるものとする。  

(1) 上尾市税条例第９４条第３項の規定により換算した紙巻たばこ（新条

例附則第１６条の２の２第１項に規定する紙巻たばこをいう。次号にお

いて同じ。）の本数に０．５を乗じて計算した製造たばこの本数  

(2) 新条例附則第１６条の２の２の規定により換算した紙巻たばこの本数

に０．５を乗じて計算した製造たばこの本数  

３  前項各号に掲げる製造たばこの本数に１本未満の端数がある場合には、

その端数を切り捨てるものとする。  

 

 

 

 

 

 

提案理由  

地方税法等の一部改正に伴い、個人の市民税に関し特定親族特別控除に

係る規定を整備するほか、市たばこ税に関し加熱式たばこの課税方式を見

直したいので、この案を提出する。
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議案第９０号  

   上尾市重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例の制定に

ついて  

 上尾市重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例を次のように

定める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

   上尾市重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条例  

上尾市重度心身障害者医療費支給条例（昭和４８年上尾市条例第３６号）

の一部を次のように改正する。  

第２条第１項中第６号を第７号とし、第５号を第６号とし、第４号を第５

号とし、第３号の次に次の１号を加える。  

(4) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に規定する精神障害者保健

福祉手帳の交付を受けた者又は特別の理由により当該精神障害者保健福

祉手帳を所持していない者で、精神保健及び精神障害者福祉に関する法

律施行令第６条第３項に定める２級の障害を有するもの  

第２条に次の１項を加える。  

６  この条例において「精神通院医療費」とは、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）第５８

条の規定により公費負担された医療費（障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律施行令（平成１８年政令第１０号）第１条の

２第３号の精神通院医療（以下「精神通院医療」という。）に係るものに

限る。）の自己負担額（高齢者の医療の確保に関する法律の規定による後

期高齢者医療の被保険者で、精神通院医療に該当する医療費を自己負担し

たが公費負担が発生しなかった場合を含む。）をいう。  

 第３条第１項第１号ア中「（平成１７年法律第１２３号）」を削り、同条

第２項第４号中「前条第１項第４号又は第５号」を「前条第１項第５号又は

第６号」に改める。  

第４条第２項中「第２条第１項第３号に掲げる者に該当する重度心身障害

者が医療法（昭和２３年法律第２０５号）第７条第２項第１号に規定する精

神病床に入院したときの一部負担金」を「次の各号に掲げるもの」に改め、
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「標準負担額」の次に「（第２条第１項第４号に掲げる者に該当する重度心

身障害者の標準負担額を除く。）」を加え、同項に次の各号を加える。  

 (1 ) 第２条第１項第３号に掲げる者に該当する重度心身障害者が医療法

（昭和２３年法律第２０５号）第７条第２項第１号に規定する精神病床

に入院したときの一部負担金  

 (2) 第２条第１項第４号に掲げる者に該当する重度心身障害者に係る精神

通院医療費以外の一部負担金  

附  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、令和８年１月１日から施行する。ただし、附則第４項から

第６項までの規定は、公布の日から施行する。  

（上尾市こども医療費支給条例の一部改正）  

２  上尾市こども医療費支給条例（昭和４８年上尾市条例第２３号）の一部

を次のように改正する。  

第２条第２号エ中「対象者に該当するこども」を「重度心身障害者医療

費の支給を受けることができるこども（同条例第２条第１項第４号に掲げ

る重度心身障害者を除く。）」に改め、同号オ中「対象者に該当するこど

も」を「ひとり親家庭等医療費の支給を受けることができる者に監護され

ているこども」に改める。  

 （上尾市ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正）  

３  上尾市ひとり親家庭等医療費支給条例（平成４年上尾市条例第２８号）

の一部を次のように改正する。  

第３条第３項第５号中「対象者に該当する者」を「重度心身障害者医療

費の支給を受けることができる者（同条例第２条第１項第４号に掲げる重

度心身障害者を除く。）」に改める。  

（準備行為）  

４  この条例による改正後の上尾市重度心身障害者医療費支給条例（以下

「新重度心身障害者医療費支給条例」という。）の規定による重度心身障

害者医療費の支給（新条例第３条第１項に規定する重度心身障害者医療費

の支給をいう。）に関し必要な受給資格の登録その他の行為は、この条例

の施行の日（以下「施行日」という。）前においても、新重度心身障害者
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医療費支給条例第５条及び第６条第１項の規定の例により行うことができ

る。  

５  附則第２項の規定による改正後の上尾市こども医療費支給条例（以下

「新こども医療費支給条例」という。）の規定によるこども医療費（新こ

ども医療費支給条例第３条に規定するこども医療費をいう。）の支給に関

し必要な受給資格の認定その他の行為は、施行日前においても、新こども

医療費支給条例第４条及び第５条第１項の規定の例により行うことができ

る。  

６  附則第３項の規定による改正後の上尾市ひとり親家庭等医療費支給条例

（以下「新ひとり親家庭等医療費支給条例」という。）の規定によるひと

り親家庭等医療費の支給（新ひとり親家庭等医療費支給条例第３条第１項

に規定するひとり親家庭等医療費の支給をいう。）に関し必要なひとり親

家庭等医療費の支給に係る申請その他の行為は、施行日前においても、新

ひとり親家庭等医療費支給条例第５条第１項の規定の例により行うことが

できる。  

 （適用区分）  

７  新重度心身障害者医療費支給条例の規定は、施行日以後の重度心身障害

者医療費の支給について適用し、施行日前の重度心身障害者医療費の支給

については、なお従前の例による。  

８  新こども医療費支給条例第２条第２号エ及びオの規定は、施行日以後の

こども医療費の支給について適用し、施行日前のこども医療費の支給につ

いては、なお従前の例による。  

９  新ひとり親家庭等医療費支給条例第３条第３項第５号の規定は、施行日

以後のひとり親家庭等医療費の支給について適用し、施行日前のひとり親

家庭等医療費の支給については、なお従前の例による。  

 

 

 

提案理由  

重度心身障害者の福祉の増進を図るため、支給対象者を拡大するほか、

所要の改正を行いたいので、この案を提出する。
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議案第９１号  

上尾市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について  

上尾市水道事業給水条例の一部を改正する条例を次のように定める。  

令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

上尾市水道事業給水条例の一部を改正する条例  

上尾市水道事業給水条例（昭和３８年上尾市条例第１８号）の一部を次の

ように改正する。  

第７条第１項に次のただし書を加える。  

ただし、災害その他非常の場合においては、市長が市以外の水道事業者

（法第３条第５項に規定する水道事業者をいう。以下この項において同

じ。）又は市以外の水道事業者が法第１６条の２第１項の指定をした者が

給水装置の工事を施行する必要があると認めるときは、この限りでない。  

附  則  

この条例は、公布の日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

災害その他非常時における給水装置の早期復旧を図るため、給水装置工

事の施行に係る要件を見直したいので、この案を提出する。
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議案第９２号  

工事請負契約の変更契約の締結について  

総合福祉センター大規模改造工事（電気設備工事）に関する工事請負契約

（令和６年９月３０日議決第７９号）を下記のとおり変更する契約を締結す

ることについて、議決を求める。  

令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

１  変 更 前 の 契 約 金 額  １９３，６５５，０００円  

２  変 更 後 の 契 約 金 額  ２０４，６８８，０００円  

３  今回変更による増額   １１，０３３，０００円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

総合福祉センター大規模改造工事（電気設備工事）におけるインフレス

ライド条項の適用による請負代金額の変更に伴い、当該工事の契約金額を

変更する契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により、この案を提出する。
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議案第９３号  

工事請負契約の変更契約の締結について  

総合福祉センター大規模改造工事（建築工事）に関する工事請負契約（令

和６年９月３０日議決第８０号）を下記のとおり変更する契約を締結するこ

とについて、議決を求める。  

令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

１  変 更 前 の 契 約 金 額  ５４１，２００，０００円  

２  変 更 後 の 契 約 金 額  ５５９，５８１，０００円  

３  今回変更による増額   １８，３８１，０００円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

総合福祉センター大規模改造工事（建築工事）におけるインフレスライ

ド条項の適用による請負代金額の変更に伴い、当該工事の契約金額を変更

する契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により、この案を提出する。
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議案第９４号  

   財産の取得について  

 下記のとおり自動車を取得することについて、議決を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

１  自動車の数量  災害対応特殊救急自動車（高規格救急自動車）  １台  

２  取 得 の 目 的  広域災害に対応した救急現場における高度な救急救命

活動に充てるため。  

３  取 得 の 方 法  条件付一般競争入札  

４  取 得 価 格  ３７，００４，０００円  

５  契約の相手方  さいたま市中央区下落合４丁目２４番１５号  

日産プリンス埼玉販売株式会社法人営業部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

災害対応特殊救急自動車（高規格救急自動車）を取得するため、議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に

より、この案を提出する。
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議案第９５号  

   財産の取得について  

 下記のとおり自動車を取得することについて、議決を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

１  自動車の数量  高規格救急自動車（非常用）  １台  

２  取 得 の 目 的  救急現場における高度な救急救命活動に充てるため。  

３  取 得 の 方 法  条件付一般競争入札  

４  取 得 価 格  ３７，００４，０００円  

５  契約の相手方  さいたま市中央区下落合４丁目２４番１５号  

日産プリンス埼玉販売株式会社法人営業部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

高規格救急自動車（非常用）を取得するため、議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、この案を提

出する。

-18-



 

議案第９６号  

財産の取得について  

下記のとおり小学校児童用机（新ＪＩＳ規格）を取得することについて、

議決を求める。  

令和７年８月２８日提出  

上尾市長   畠  山   稔  

                 記  

１  物 品 の 数 量  小学校児童用机（新ＪＩＳ規格）  １，８５０台  

２  取 得 の 目 的  小学校の児童用机の買換えのため。  

３  取 得 の 方 法  条件付一般競争入札  

４  取 得 価 格  ８，６２７，７４０円  

５  契約の相手方  さいたま市北区吉野町２丁目１７４番地１６  

          大宮教材株式会社          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

小学校児童用机（新ＪＩＳ規格）を取得するため、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、この案

を提出する。

-19-



 

議案第９７号  

   財産の取得について  

 下記のとおり避難所環境整備備品を取得することについて、議決を求める。  

令和７年８月２８日提出  

上尾市長   畠  山   稔  

                 記  

１  物 品 の 数 量  (1) 防災倉庫  ３棟  

          (2) 背もたれ付ラップ式トイレセット  １４４セット  

          (3) ポータブル電源  １４４台  

          (4) トイレ用パーティション（テント型）  １４４台  

          (5) 避難所用パーティション（２部屋型）  ３８４台  

          (6) 避難所用パーティション（２部屋型）専用屋根  

３８４台  

２  取 得 の 目 的  避難所の生活環境改善に充てるため。  

３  取 得 の 方 法  条件付一般競争入札  

４  取 得 価 格  ７３，５１１，９００円  

５  契約の相手方  上尾市向山二丁目１８番地１３  

株式会社サイボウ上尾営業所          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

避難所環境整備備品を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、この案を提出する。
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議案第９８号  

   市道路線の認定について  

 下記のとおり路線を認定することについて、議決を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

路線認定調書  

路 線 名 起     点  終     点  

重 要  

な 経  

過 地  

２２０６８号線  
上尾市壱丁目東１０番

地先  

上尾市壱丁目東１２番

地先  
 

２２０６９号線  
上尾市向山一丁目６０

番地先  

上尾市向山一丁目６０

番地先  
 

２２０７０号線  
上尾市今泉二丁目３５

番地先  

上尾市今泉二丁目３５

番地先  
 

３１２１８号線  
上尾市本町六丁目６２

４番地先  

上尾市本町六丁目６２

４番地先  
 

５１１７６号線  
上尾市大字瓦葺字秩父

山６８３番地先  

上尾市大字瓦葺字秩父

山６６９番地先  
 

５１１７７号線  
上尾市本町一丁目８５

５番地先  

上尾市本町一丁目８５

５番地先  
 

５１１７８号線  
上尾市大字瓦葺字宿前

１２６４番地先  

上尾市大字瓦葺字宿前

１２６７番地先  
 

５１１７９号線  
上尾市大字瓦葺字宿前

１２６４番地先  

上尾市大字瓦葺字宿前

１２６４番地先  
 

 

 

 

提案理由  

  寄附を受けた私道及び都市計画法の規定に基づき市に帰属した道路を市

道路線として認定したいので、道路法第８条第２項の規定により、この案

を提出する。
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議案第９９号  

   市道路線の廃止について  

 下記のとおり路線を廃止することについて、議決を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔      

                 記  

路線廃止調書  

路 線 名 起     点  終     点  

重 要  

な 経  

過 地  

２１８５５号線  
上尾市壱丁目東１１番

地先  

上尾市壱丁目東１２番

地先  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

  寄附を受けた私道とそれにつながる既存の市道路線とを併せて一路線と

して認定するため、当該既存の市道路線についてはこれを廃止する必要が

あるので、道路法第１０条第３項において準用する同法第８条第２項の規

定により、この案を提出する。
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議案第１００号  

   監査委員の選任について  

 上尾市監査委員に下記の者を選任することについて、同意を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔  

 記  

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

大  内  美  幸  

   〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

監査委員代田龍乗氏が令和７年４月３０日をもって退職したため、後任

として大内美幸氏を選任することについて同意を得たいので、地方自治法

第１９６条第１項の規定により、この案を提出する。
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議案第１０１号  

   教育委員会委員の任命について  

 上尾市教育委員会委員に下記の者を任命することについて、同意を求める。  

  令和７年８月２８日提出  

                  上尾市長   畠  山   稔  

 記  

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

  湯  本  華  奈  子  

   〇〇〇〇〇〇〇〇〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

  教育委員会委員内田みどり氏の任期は、令和７年９月３０日で満了とな

るが、後任として湯本華奈子氏を任命することについて同意を得たいので、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、こ

の案を提出する。
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